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大学院自然科学研究科 

 

  博士後期課程においては，専門分野に関する先端的な知識・技術や専門分野以外の基礎

的学力を融合的に駆使して，豊かな創造性，独創的な課題設定能力，深い洞察力や高いコ

ミュニケーション能力により，科学・技術を飛躍的に発展させたり，未知の学術領域を切

り拓いたりする意欲にあふれた人を，国内外に広く募集します。そして，課題設定能力や

課題解決能力を評価する入試により選抜して受入れます。 

 

 

 

 

【数理物理科学専攻】 

   本専攻では，自然科学に強い興味と深い専門的知識をもち，自らの研究を展開でき，

自然科学の発展に貢献できる人材の養成を目的としています。このような観点から本専攻

では，確固たる知識と真理の探究への情熱をもち，学問に精進する強い意志をもつ者を求

めます。 

 

【地球生命物質科学専攻】 

   地球科学，生物科学，化学における基礎研究から得られる知識は，知の源泉として重

要であり，人類共通の財産です。一方，現代社会には地球規模の課題が山積しており，そ

の根本的解決にはこれらの分野の知識を総合的に活用することが必要です。本専攻では，

これら３分野の基礎的かつ学際的な研究を推進し，科学と社会の発展のために役立てるこ

とに強い意欲を有する者を求めます。 

 

【学際基礎科学専攻】 

  本専攻では，複数の基幹的理学分野に強みを持ち，世界に通用する次世代の研究者・

技術者・教育者の養成を目的としています。俯瞰的に自然科学全体を見渡す意識をもち，

従来の学問体系の深化や特定領域研究の更なる先鋭化のみならず，学問分野の枠に収まら

ない新たな研究領域を切り開き，科学技術イノベーションの源泉を創出しようとする強い

意欲を有する者を求めます。 

 

【産業創成工学専攻】 

  本専攻では，数学・物理学・工学を含む自然科学の専門知識を用いて技術開発や産業

創成を目指す人を求めます。このため，研究者・技術者としての倫理観を有し，広い視野

からの問題探索・解決能力や国際的なコミュニケーション能力を持ち，最先端の技術を集

約した新たな産業や新規事業を創成することに強い意欲を持っている人を望みます。 

 

【応用化学専攻】 

   本専攻では，広く機能性分子および材料の解析と創製の基礎となる素養を有し，本専

攻が対象とする研究分野での研究活動に対して強い関心を有する人物を受け入れます。 
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Ⅰ 募 集 人 員       

 

専   攻 

 

 

募 集 人 員 

  数理物理科学専攻 ６  人 

  地球生命物質科学専攻 １１ 人 

  学際基礎科学専攻 １０ 人 

  産業創成工学専攻 １８ 人 

  応用化学専攻 ５ 人 

計 ５０ 人 

   

   注１．上記は，２０２２年度（２０２２年４月）の募集人員です。なお，２０２２年４月

入学者及び２０２２年４月進学者の募集は２回目で募集人員を充足した場合は、３回

目は行いません。 

    ２．２０２１年１０月入学・進学者として，各専攻とも若干人募集します。 

    ３．各専攻の募集人員の中には，進学者選考による募集人員を含みます。 
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Ⅱ 入学者選抜試験 学生募集要項 

   （入学時期：２０２１年１０月 又は ２０２２年４月） 

 

１ 出願資格 

  次の各号のいずれかに該当する者又は２０２２年３月（２０２１年１０月入学の志願者は２０

２１年９月）までに該当する見込みの者 

 (1) 修士の学位若しくは専門職学位を有する者 

 (2) 外国において修士の学位若しくは専門職学位に相当する学位を授与された者 

  (3) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修し，修士の学位若しくは

専門職学位に相当する学位を授与された者 

  (4) 我が国において，外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において

位置づけられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了し，修

士の学位若しくは専門職学位に相当する学位を授与された者 

 (5) 国際連合大学の課程を修了し，修士の学位に相当する学位を授与された者 

  (6) 外国の学校，第 4 号の指定を受けた教育施設又は国際連合大学の教育課程を履修し，大学院

設置基準第 16 条の 2 に規定する試験及び審査に相当するものに合格し，修士の学位を有する

者と同等以上の学力があると認められた者 

 (7) 文部科学大臣の指定した者 

  (8) 大学院において，個別の入学資格審査により，修士の学位又は専門職学位を有する者と同等

以上の学力があると認めた者で，２４歳に達したもの 

  
  注①岡山大学大学院博士前期課程又は修士課程を２０２１年９月又は２０２２年３月に修了見込の方は，「Ⅲ 

進学者選考要項」（９ページ記載）により出願してください。 
  注②出願資格(7)に定める「文部科学大臣の指定した者」とは，次のいずれかに該当する者で，大学等を卒業

又は修了した後，大学，研究所等において，２年以上研究に従事し，著書，学術論文，学術講演，学術報

告，特許などにおいて修士論文と同等以上の価値があると認められる研究業績を有するものとします。

（出願資格審査申請が必要です。２「出願資格審査」をご覧ください。） 
        (1) 大学を卒業した者   
        (2)  外国において学校教育における１６年の課程を修了した者又は外国の学校が行う通信教育におけ

る授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教育における１６年の課程を修

了した者 
  注③出願資格(8)に定める「大学院において，個別の入学資格審査により，修士の学位又は専門職学位を有す

る者と同等以上の学力があると認めた者」とは，出願資格の審査として本研究科で書類審査の後に学力検

査（筆記試験，口頭試問）及び面接を行い合格した者とします。（出願資格審査申請が必要です。２「出

願資格審査」をご覧ください。）ただし，提出書類等により，個人の能力の確認ができる場合は，筆記試

験は免除することがあります。 
     なお，学力検査等の実施日程，実施方法等については個別に連絡します。 

 

２ 出願資格審査 

  前記１の「出願資格」(7)又は(8)における入学志願者は，出願に先立ち出願資格審査を行いま

すので，次の書類を以下の期間に，岡山大学自然系研究科等学務課大学院担当へ提出してください。 

   出願資格審査書類受付期間 

 ２０２１年１０月入学者選抜試験 ２０２１年７月１日（木） 

～ 

２０２１年７月２日（金） 

 ２０２２年 ４月入学者選抜試験 

 第１回 

 第２回 

２０２１年１２月１６日（木） 

～ 

２０２１年１２月１７日（金） 

 第３回 

２０２２年１月１８日（火） 

～ 

２０２２年１月１９日（水） 
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  出願資格審査提出書類    

必要な書類等 摘 要 

(1)出願資格認定申請・調書 本研究科所定の様式を使用してください。 

(2)業績調書 

 

 

 

本研究科所定の様式を使用してください。（専攻分野に関連する研

究業績等について，客観的知見等を簡明に記載してください。）な

お，学術論文等は，別刷り又はその写しを添付し，研究発表の場合

は，その要旨又は概要を添付してください。 

(3)研究従事内容証明書 

 

本研究科所定の様式を使用してください。 

（所属機関等が作成したもの） 

(4)成績証明書（最終学歴） 最終出身学校長が作成したものを提出してください。 

(5)卒業証明書（最終学歴） 最終出身学校長が作成したものを提出してください。 

 (1)～(3)の様式は，担当係（8 ページ）にて直接受領するか，又は，郵送による請求により受領

してください。郵送による請求方法は，8 ページ ９その他 （10）を参照してください。 

 (2)～(3)の様式は，本学ホームページからもダウンロードできます。 

  出願資格審査の詳細については，1「出願資格」の注②及び注③を参照してください。 

 

３ 障がい等のある方の出願について 

    障がい等のある入学志願者は，受験上及び修学上特別な配慮を必要とすることがありますの  

で，出願に先立ち，次により相談してください。 

  相談結果の通知及び特別な配慮に基づく必要な措置を講ずるための所要時間を考慮し，少しで 

も早く相談してください。 

相談期限 

２０２１年１０月入学者選抜試験 

２０２１年７月２日（金） 

２０２２年 

 ４月入学者選抜試験 

第１回 

第２回 ２０２１年１２月１７日（金） 

第３回 ２０２２年１月１９日（水） 

 

相談方法 

 

 「出願に伴う事前相談書」を請求して医師の診断書，障害者手帳の写し

（交付されている方のみ）を添えて相談してください。 

請求先 

相談先 

〒700-8530 岡山市北区津島中３－１－１ 

      岡山大学自然系研究科等学務課 大学院担当 

                 電話（086）251-8810 

 

４ 出願手続 

 (1) 出願方法 

  入学志願者は，(5)の「出願に必要な書類等」を，(2)の「出願期間」の受付時間（８時３０分 

から１７時まで）内に提出してください。 

なお，出願書類等については，一部ホームページ上でダウンロードできるものもありますが， 
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担当係（8 ページ ９ その他（12）参照）での窓口配布，又は，郵送での請求（8 ページ ９ 

その他（10）参照）により入手する必要があります。 

 

 (2) 出願期間 

 ２０２１年１０月入学者選抜試験 ２０２１年８月２日（月） 
～ 

２０２１年８月３日（火） 

  ２０２２年 ４月入学者選抜試験 

第１回 

第２回 
２０２２年１月２７日（木） 

～ 
２０２２年１月２８日（金） 

第３回 
２０２２年２月１４日（月） 

～ 
２０２２年２月１５日（火） 

   郵送する場合は，必ず「書留・郵便速達」とし，封筒の表に「岡山大学大学院自然科学研  

 究科博士後期課程入学願書在中」と朱書して，上記の出願期間内に必着するように郵送してく 

 ださい。 

 入学志願者は，出願前のなるべく早い時期に指導予定教員と連絡をとり，研

究内容等について相談してください。 

 

 (3) 提出先 

   〒７００－８５３０ 岡山市北区津島中３－１－１  

   岡山大学自然系研究科等学務課 大学院担当 

                   電話（086）251-8810 

 

 (4) 出願上の注意 

  ① 出願後の出願書類等の記載内容についての変更は認められません。 

  ② 出願書類受理後は，いかなる理由があっても返却しません。 

  ③ 出願書類に不備があるもの及び入学検定料に不足のあるものは受理しません。 

  ④ 出願書類等の記載内容に虚偽の記載があった場合は，入学後においても入学が取り消され

ることがありますので注意してください。 

  ⑤ 改姓(名)前の証明書を使用する場合の提出書類について,入学願書の氏名と異なる旧姓(名)

の記載された証明書も使用できますが，その場合は，改姓(名)の日付と新旧姓(名)を入学志願

者本人が記入した文書(様式は任意です。)を添付してください。 

 

 (5) 出願に必要な書類等 

出願に必要な書類等 摘     要 

① 入学願書 

  履 歴 書 

  受 験 票 

写  真 

 本研究科所定の用紙に入学志願者本人が必要事項を記入してくださ

い。写真は，縦 4.0cm×横 3.0cm，出願前３か月以内に上半身，無帽，正

面向きで撮影したものを「入学願書」「受験票」の所定欄にのりで貼り

付けてください（計 2 枚）。貼る前に，写真の裏面に氏名を記入してく

ださい。 

② 入学検定料 

 

 

 

 

 

 

 

３０，０００円（手数料が別に必要です。） 

 

出願期間最終日の１７：００までに以下の「入学検定料支払の流れ」

をご確認の上，「入学検定料支払サイト」よりお支払いください。 

入学検定料の支払後に，「入学検定料支払証明書」を印刷し，所定用

紙の所定欄へ貼付してください。なお，入学検定料の支払ができるの
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は，出願期間の１ヶ月前からです。 

 

「入学検定料支払の流れ」 

  https://www.gnst.okayama-u.ac.jp/ja/admission/gnst_dtest_youkoutop/ 

「入学検定料支払サイト」 

  日本語版：https://e-apply.jp/n/okayama-payment-jpn 

  英語版：https://e-apply.jp/n/okayama-payment-eng 

 

 以上の方法による支払ができない場合は，「９．その他（12） 岡

山大学自然系研究科等 学務課大学院担当」にお問い合わせくださ

い。 

 

入学検定料の返還について 

 次の場合を除き，いかなる理由があっても支払済の入学検定料は返

還しません。 

 ア 入学検定料を支払ったが出願しなかった（出願書類等を提出し

なかった又は出願が受理されなかった）場合 

 イ 入学検定料を誤って二重に支払った場合 

 ウ 国費外国人留学生の入学志願者は原則として入学検定料の支払

は不要ですが，２０２２年３月３１日（２０２１年１０月入学志

願者は，２０２１年９月３０日）限りで奨学金支給期間が終了す

る場合は，入学検定料の支払が必要です。 

   なお，奨学金支給期間の延長が認められた場合には，入学検定

料を返還します。 

 エ 次の「入学検定料の免除について」に該当する者が，出願期間

内に証明書等の取得が困難なため，入学検定料を支払い，所定の

出願手続きを行った場合 

 

入学検定料の免除について 

  本学では，２０２０年４月以降に災害救助法の適用を受けた災害

により被災した方の経済的負担を軽減し，進学機会の確保を図る

ために，入学検定料免除の措置を講じます。 

  詳細については，本学のホームページ（https://www.okayama-

u.ac.jp）から「入試」→「入学検定料の免除」をご確認くださ

い。 

③ 学部の 

 成績証明書 
 出身大学の学長又は学部長が作成したものを提出してください。 

④ 大学院の 

 成績証明書 

 出身大学院の学長又は研究科長が作成したものを提出してくださ

い。 

⑤ 修了証明書又は 

 修了見込証明書 

 博士前期課程（修士課程）又は専門職大学院のものを提出してくだ

さい。なお，外国の大学を修了した場合は，取得した学位が確認でき

る証明書を併せて提出してください。 

⑥ 学位論文等 

 

 

 

 

 

 

 次のいずれかを提出してください。 

 ア修士論文を課す課程を修了した修士学位取得者 

 「修士論文の写し」及び 

 「修士論文要旨（本研究科所定の用紙で 2,000 字程度）」各１部 

 イ ア以外のもの 

 「研究経過報告書（本研究科所定の用紙で 2,000 字程度）」 

  なお，研究発表等の資料があれば添付してください。 

https://www.gnst.okayama-u.ac.jp/ja/admission/gnst_dtest_youkoutop/
https://e-apply.jp/n/okayama-payment-jpn
https://e-apply.jp/n/okayama-payment-eng
https://www.okayama-
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⑦ 研究計画書  本研究科所定の用紙を使用してください。 

⑧ 博士論文研究基 

 礎力審査に相当 

 する審査に係る 

 確認・報告書 

 １の「出願資格」(6)により出願する者は，当該審査を行った大学

（大学院）の長が作成した「博士論文研究基礎力審査に相当する審査

に係る確認・報告書」（様式例参照）及び，その添付資料を提出して

ください。 

⑨ 連絡受信先シール  必要事項を記入してください｡ 

⑩（日本国籍以外の方） 

在留カードのコピー

等 

日本国籍以外の方については，国籍・氏名等を確認します。 

〇日本国内に居住する者 

 在留カードの両面コピー又は市区町村長の交付する住民票（原本） 

 （国籍・在留資格・在留期間が明示されたもの） 

 及び， 

パスポートのコピー（氏名・国籍・顔写真が掲載されているペー

ジ） 

〇日本国外に居住する者 

 パスポートのコピー（氏名・国籍・顔写真が掲載されているペー

ジ） 

⑪（日本国籍以外の方）

パスポートのコピー 

 

出願資格審査で，出願資格が有と認定された入学志願者は，③～⑤の証明書の提出は不要です。 

 

 (6) 個人情報の利用目的 

   提出された出願書類等及びこれらに記載されている個人情報は，入学者選抜に係る業務に使

用します。 

ただし，入学者については入学願書に記載された氏名，性別，生年月日，現住所，出身学校

等の個人情報を本学学務システムの学生基本情報への登録データとしても利用します。 

また，合格者の受験番号，氏名（漢字・カナ）の個人情報については，本学授業料債権管理

事務システム及び授業料免除事務システムの業務にも利用します。 

なお，入学料免除の申請，入学料徴収猶予の申請，授業料免除の申請及び独立行政法人日本

学生支援機構奨学金等への申請があった場合は，申請者本人の入学試験成績及び学業成績証明

書を入学料徴収猶予等の業務に係る学力判定処理に利用することがあります。 

 

５ 受験票の交付 

   受験票は， 次のとおり指導予定教員に交付します。指導予定教員から受領してください。郵

送を希望する場合は，担当係（８ページ）へ問い合わせてください。 

 ２０２１年１０月入学者選抜試験 
２０２１年８月１１日（水）頃 

  ２０２２年 ４月入学者選抜試験 

第１回 

第２回 ２０２２年２月３日（木）頃 

第３回 ２０２２年２月１７日（木） 

 

６ 入学者選抜方法等 

 入学者の選抜は，口頭試問，書類審査の結果を総合して行います。 

 口頭試問は，修士学位論文等及び研究計画書を中心に行います。 

  なお，必要に応じて口頭試問のなかで，英語（外国人に対しては日本語）の能力に関する試問

を行います。 
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入学者選抜試験 日 時 試験区分 試問場所 連絡期限 

２０２１年１０月入学 
２０２１年８月２３日（月） 
午前９時３０分～ 

口頭試問 

 
指導予定
教員から
後日連絡
します 

 

８月１８日（水） 
２０２２年４月入学 

第１回 

２０２２年４月入学 
第２回 

２０２２年２月７日（月） 
午前９時３０分～ 

２月２日（水） 

２０２２年４月入学 
第３回 

２０２２年２月１８日（金） 
午前９時３０分～ 

２月１７日（木） 

  （注）１．口頭試問の日時は，入学志願者に連絡の上，変更することがあります。 

     ２．口頭試問の日時及び試問場所について，連絡期限までに連絡のない場合は，担当係

（８ページ）へ問い合わせてください。 

 

７ 合格者発表 

   合格者の発表は，次のとおり掲示により行います。 

入 学 者 選 抜 試 験 日     時 掲 示 場 所 

２０２１年１０月入学 
２０２１年９月８日（水） 

午前１０時 
岡山大学自然系研究科等 

学務課大学院担当 
(工学部１号館１階) 

事務室前掲示板 ２０２２年 ４月入学 

第１回 

第２回 
２０２２年３月２日（水） 

午前１０時 

第３回 
２０２２年３月７日（月） 

午前１０時 

  ① 掲示板に合格者の受験番号を発表し，同日付けで合格者には合格通知書等を本人あてに 

   送付します。 

  ② 掲示による合格者発表後，ホームページにも合格者の受験番号を掲載します。 

   （https://www.gnst.okayama-u.ac.jp/ja/admission/） 

  ③ 電話等による合否の問い合わせには，一切応じません。 

   

８ 入学手続 

 (1) 入学手続方法 

   合格者は，入学手続を完了することにより，入学が許可されることになります。 

   詳細は，後日，合格者に別途通知します。 

 (2) 入学手続期間 

入学手続期間については，次のとおり予定していますが，詳細は，後日，合格者に通知します。

   ２０２１年１０月入学者：2021 年 9 月 17 日（金）及び 2021 年 9 月 21 日（火） 

   ２０２２年 ４月入学者：2022 年 3 月 14 日（月）及び 2022 年 3 月 15 日（火） 

 

９ その他 

 (1) 入学料及び授業料 

  入学料      ２８２，０００円〔予定額〕 

  授業料(半期分)  ２６７，９００円    （年額）  ５３５，８００円〔予定額〕 

  ※入学時及び在学中に改定が行われた場合には，改定時から新たな金額が適用されます。 

  その他の費用として，学生教育研究災害傷害保険料等が必要となります。 

岡山大学 入学料・授業料・奨学金等ＵＲＬ 

https://www.gnst.okayama-u.ac.jp/ja/admission/
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https://www.okayama-u.ac.jp/tp/prospective/jsn.html 

 

 (2) 修学援助 

    修学援助の一環として，入学料免除・徴収猶予，授業料免除及び奨学金等の制度があります。 

岡山大学 入学料・授業料・奨学金等ＵＲＬ 

   https://www.okayama-u.ac.jp/tp/prospective/jsn.html 

 

 (3) 昼夜開講制 

    自然科学研究科では，社会人の受講に便宜を図るため，大学院設置基準第１４条に定める教育

方法の特例（昼夜開講制）を適用し，昼間だけでなく夜間等（土曜日，夏季・冬季休暇など）に

おいても授業及び研究指導を行っています。 

 

 (4) 長期履修制度 

職業を有している等の理由により，標準修業年限３年を超えて計画的に履修する制度です。許

可された場合は，標準修業年限分の授業料で教育課程を履修することができます。詳細は，入学

手続き時にお知らせします。 

 

 (5) 大学院博士後期課程就学支援奨学金（募集予定） 

日本国籍または日本国の永住権を有する４月入学（進学）者の中で入学試験の成績が優秀で

ある者を対象に経済的支援を行う制度です。 

奨学金の支給額は，年額６０万円（前半期３０万円，後半期３０万円）で，支給期間は，標

準修業年限（３年）以内とし，休学期間は支給を中断します。 

ただし，本奨学金の募集を行う場合でも，第 1 回募集で支給対象者数に達した場合は，第 2 回

募集では本奨学金の募集は行いません。 

また，第 3 回募集においては本奨学金の募集は行いません。受給資格および申請方法等の詳細

は，以下 URLよりご確認ください。 

URL https://www.gnst.okayama-u.ac.jp/ja/scholarship 

 

 (6) 大学院博士後期課程遠隔地社会人学生支援奨学金（募集予定） 

所属企業等から就学に必要な経費の支援を受けず，勤務地又は自宅のうち岡山大学（以下

「本学」という。）までの距離が短い場所（以下「通学地」という。）から本学までの距離が

５０㎞以上ある４月入学（進学）する社会人で，入学試験の成績が優秀である者を対象に経済

的支援を行う制度です。 

奨学金の支給額は，通学地から本学までの距離に応じ，年額１２万円～２４万円で，支給期

間は，標準修業年限（３年）以内とし，休学期間は支給を中断します。 

ただし，本奨学金の募集を行う場合でも，第 1 回募集で支給対象者数に達した場合は，第 2 回

募集では本奨学金の募集は行いません。 

また，第 3 回募集においては本奨学金の募集は行いません。受給資格および申請方法等の詳細

は，以下 URL よりご確認ください。 

URL https://www.gnst.okayama-u.ac.jp/ja/scholarship 

 

 (7) 大学院博士後期課程入学支援事業【岡山大学 Alumni（全学同窓会）主催】（募集予定） 

岡山大学博士前期課程修了生である社会人が，博士後期課程へ入学する際に入学金の一部を

支援する事業です。 

奨学金の支給額は，１５万円（予定）です。 

入学試験合格者の中から，研究科において入学後に選考します。 

 

 (8) 大本育英会給与奨学金（募集予定） 

  公益財団法人大本育英会の奨学金で，日本国籍を有する岡山大学博士後期課程（博士課程） 

１年次生の中で，学生本人の前年収入が３４０万円以下である者を対象に経済支援を行う制度 

https://www.okayama-u.ac.jp/tp/prospective/jsn.html
https://www.okayama-u.ac.jp/tp/prospective/jsn.html
https://www.gnst.okayama-u.ac.jp/ja/scholarship
https://www.gnst.okayama-u.ac.jp/ja/scholarship


 －8－

です。支給期間は，博士後期課程（博士課程）2 年次の１年間で，支給額は年額１２０万円です。 

大本育英会奨学金及びその他民間団体・地方公共団体の奨学金の募集内容については，岡山大

学ホームページの「民間・地方公共団体の奨学金」で最新情報を確認してください。 

URL；https://www.okayama-u.ac.jp/tp/life/seikatu_a2-2.html 

 

(9) 岡山大学では，「外国為替及び外国貿易法」に基づく安全保障輸出管理制度により，「岡山

大学安全保障輸出管理規程」を定め，外国人留学生の受入れに際し厳格な審査を実施していま

す。 

「外国為替及び外国貿易法」等により規制されている事項に該当する場合は，入学を許可しな

い場合や希望する研究活動に制限がかかる場合があります。 

 参考（経済産業省ホームページ） 

 URL；https://www.meti.go.jp/policy/anpo/gaiyou.html 

 

 (10) 出願書類等の郵送での請求方法 

封筒の表面に「大学院自然科学研究科 博士後期課程 出願書類等請求」と朱書きし，返信用

封筒（角形２号の封筒に郵便切手１４０円分を貼付し，送付先住所・氏名を明記したもの）と，

『連絡先（電話番号とメールアドレス）』・『内諾を得られた（予定含む）本学の教員名』を明

記したメモを同封して，事務担当係宛請求してください。 

なお、郵送先は日本国内に限定します。（日本国外への発送は行いません） 

 

 (11) 受験上の注意事項 

特別警報や気象警報等により入学試験の実施を延期する，または試験開始時刻を繰り下げる場

合があるため，試験実施までの間，研究科のホームページを確認するようにしてください。 

https://www.gnst.okayama-u.ac.jp/ja/admission/nittei_henkou/ 

 

 (12) 出願に際して不明の点があれば，担当係へ問い合わせてください。 

   担当係  岡山大学自然系研究科等学務課 大学院担当 

     〒７００－８５３０ 岡山市北区津島中３－１－１ 

     電話（０８６）２５１－８８１０   

      自然科学研究科ＵＲＬ  https://www.gnst.okayama-u.ac.jp/ 

          問い合わせ先Ｅ－ｍａｉｌ   agf8576@adm.okayama-u.ac.jp 

 

https://www.okayama-u.ac.jp/tp/life/seikatu_a2-2.html
https://www.meti.go.jp/policy/anpo/gaiyou.html
https://www.gnst.okayama-u.ac.jp/ja/admission/nittei_henkou/
https://www.gnst.okayama-u.ac.jp/
mailto:agf8576@adm.okayama-u.ac.jp
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Ⅲ 進学者選考要項  
   （進学時期：２０２１年１０月 又は ２０２２年４月） 

 

１ 出願資格 

   本学大学院博士前期課程又は修士課程を，２０２２年３月（２０２１年１０月進学の志願者

は２０２１年９月）で修了する見込みの者 

 

２ 出願手続 

 (1) 出願方法 

  進学志願者は，(5)の「出願に必要な書類等」を，(2)の「出願期間」の受付時間（８時３０分 

から１７時まで）内に持参してください。 

   （検定料は不要ですので，間違って振り込まないでください。） 

なお，出願書類等については，一部ホームページ上でダウンロードできるものもありますが， 

担当係（12 ページ 7 その他（9）参照）での窓口配布，又は，郵送での請求（12 ページ 7 

  その他（7）参照）により入手する必要があります。 

   また，進学志願者は，進学後の指導予定教員にあらかじめ連絡してください。 

 

 (2) 出願期間 

 ２０２１年１０月進学者選考試験 ２０２１年８月２日（月） 
～ 

２０２１年８月３日（火） 

 ２０２２年 ４月進学者選考試験 

第１回 

第２回 
２０２２年１月２７日（木） 

～ 
２０２２年１月２８日（金） 

第３回 
２０２２年２月１４日（月） 

～ 
２０２２年２月１５日（火） 

 

 (3) 提出先 

   〒７００－８５３０ 岡山市北区津島中３－１－１  

   岡山大学自然系研究科等学務課 大学院担当 電話（086）251-8810 

 

 (4) 出願上の注意 

  ① 出願後の出願書類等の記載内容についての変更は認められません。 

  ② 出願書類受理後は，いかなる理由があっても返却しません。 

  ③ 出願書類等の記載内容に虚偽の記載があった場合は，入学後においても入学が取り消され

ることがありますので注意してください。 

 

 (5) 出願に必要な書類等       

出願に必要な書類等 摘     要 

 ① 進学願書 
     履 歴 書 
     受 験 票 

写    真 

 本研究科所定の用紙に進学志願者本人が必要事項を記入して

ください。写真は，縦 4.0cm×横 3.0cm，出願前３か月以内に上半

身，無帽，正面向きで撮影したものを「入学願書」「受験票」の

所定欄にのりで貼り付けてください（計 2 枚）。貼る前に，写真

の裏面に氏名を記入してください。 

 ② 成績証明書   博士前期課程（修士課程）のものを提出してください。 

 ③ 研究経過報告書  本研究科所定の用紙に 2,000 字程度で作成してください。 

 ④  研究計画書  本研究科所定の用紙を使用してください。 
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 ⑤ 連絡受信先シール  必要事項を記入してください。 

⑥（日本国籍以外の方） 

 在留カードのコピー等 

 在留カードの両面コピー又は市区町村長の交付する住民票

（原本）（国籍・在留資格・在留期間が明示されたもの） 

＜在留資格・在留期間を確認します＞ 

⑦（日本国籍以外の方） 

パスポートのコピー 

パスポートのコピー（氏名・国籍・顔写真が掲載されている

ページ） 

＜国籍・氏名等を確認します＞ 

 (6) 個人情報の利用目的 

   提出された出願書類等及びこれらに記載されている個人情報は，入学者選抜（進学者選考）

に係る業務に使用します。 

ただし，進学者については進学願書に記載された氏名，性別，生年月日，現住所，出身学校

等の個人情報を本学学務システムの学生基本情報への登録データとしても利用します。 

また，合格者の受験番号，氏名（漢字・カナ）の個人情報については，本学授業料債権管理

事務システム及び授業料免除事務システムの業務にも利用します。 

なお，授業料免除の申請及び独立行政法人日本学生支援機構奨学金等への申請があった場合

は，申請者本人の入学試験成績及び学業成績証明書を授業料免除等の業務に係る学力判定処理

に利用することがあります。 

 

３ 受験票の交付 

 (1) 受験票は， 次のとおり指導予定教員に交付します。指導予定教員から受領してください。

郵送を希望する場合は，担当係（12 ページ）へ問い合わせてください。 

 ２０２１年１０月進学者選考試験 

２０２１年８月１１日（水）頃 

  ２０２２年 ４月進学者選考試験 

第１回 

第２回 ２０２２年２月３日（木）頃 

第３回 ２０２２年２月１７日（木）頃 

 

４ 進学者選考方法等 

 進学者の選考は，口頭試問，書類審査の結果を総合して行います。 

 口頭試問については，研究経過報告書及び研究計画書を中心に行います。 

 なお，必要に応じて口頭試問のなかで，英語（外国人に対しては日本語）の能力に関する試問

を行うことがあります。 

 また，書類審査等で能力が十分判定できる場合には，口頭試問を省略する場合があります。 

  

進学者選抜試験 日 時 試験区分 試問場所 連絡期限 

２０２１年１０月進学 
２０２１年８月２３日（月） 
午前９時３０分～ 

口頭試問 

 
指導予定
教員から
後日連絡
します 

８月１８日

（水） 
２０２２年４月進学 

第１回 



 －11－

２０２２年４月進学 
第２回 

２０２２年２月７日（月） 
午前９時３０分～ 

 ２月２日

（水） 

２０２２年４月進学 
第３回 

２０２２年２月１８日（金） 
午前９時３０分～ 

２月１７日

（木） 

（注）１．口頭試問の日時は，進学志願者に連絡の上，変更することがあります。 

      ２．口頭試問の日時及び試問場所について，連絡期限までに連絡のない場合は，担当係 

（12 ページ）へ問い合わせてください。 

 

 

５ 合格者発表 

  合格者の発表は，次のとおり掲示により行います。 

進 学 者 選 考 試 験 日     時 掲 示 場 所 

 ２０２１年１０月進学 
２０２１年９月８日（水） 

午前１０時 
岡山大学自然系研究科等 

学務課大学院担当 
(工学部１号館１階) 

事務室前掲示板 ２０２２年 ４月進学 

第１回 

第２回 
２０２２年３月２日（水） 

午前１０時 

第３回 
２０２２年３月７日（月） 

午前１０時 

  ① 掲示板に合格者の受験番号を発表し，同日付けで合格者には合格通知書等を本人あてに 

送付します。 

  ② 掲示による合格者発表後，ホームページにも合格者の受験番号を掲載します。 

   （https://www.gnst.okayama-u.ac.jp/ja/admission/） 

  ③ 電話等による合否の問い合わせには，一切応じません。 

 

６ 進学手続 

 (1) 進学手続方法 

    合格者は，所定の進学手続を完了することにより，進学が許可されます。 

   詳細は，後日，合格者に別途通知します。 

 (2) 進学手続期間 

   進学手続期間については，次のとおり予定していますが，詳細は，後日，合格者に通知します。  

    2021 年 10 月進学者 ： 2021 年 9 月 17 日（金）及び 2021 年 9 月 21 日（火） 

    2022 年 4 月進学者 ： 2022 年 3 月 14 日（月）及び 2022 年 3 月 15 日（火） 

 

７ その他 

 (1) 入学料及び授業料 
    入学料は不要です。 
   授業料(半期分)  ２６７，９００円    （年額）５３５，８００円〔予定額〕 
   ※進学時及び在学中に改定が行われた場合には，改定時から新たな金額が適用されます。 
   その他の費用として，学生教育研究災害傷害保険料等が必要となります。 

 

 (2) 修学援助 

     修学援助の一環として，授業料免除及び奨学金等の制度があります。 

 

 (3) 長期履修制度 

職業を有している等の理由により，標準修業年限３年を超えて計画的に履修する制度です。許

https://www.gnst.okayama-u.ac.jp/ja/admission/
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可された場合は，標準修業年限分の授業料で教育課程を履修することができます。詳細は，入学

手続き時にお知らせします。 

 

(4) 大学院博士後期課程就学支援奨学金（募集予定） 

日本国籍または日本国の永住権を有する４月入学（進学）者の中で入学試験の成績が優秀で

ある者を対象に経済的支援を行う制度です。 

奨学金の支給額は，年額６０万円（前半期３０万円，後半期３０万円）（予定）で，支給期

間は，標準修業年限（３年）以内とし，休学期間は支給を中断します。 

ただし，本奨学金の募集を行う場合でも，第 1 回募集で支給対象者数に達した場合は，第 2

回募集では本奨学金の募集は行いません。 

また，第 3 回募集においては本奨学金の募集は行いません。 

URL https://www.gnst.okayama-u.ac.jp/ja/scholarship 

 

(5) 大学院博士後期課程遠隔地社会人学生支援奨学金（募集予定） 

所属企業等から就学に必要な経費の支援を受けず，通学地から本学までの距離が５０㎞以上

ある４月入学（進学）する社会人で，入学試験の成績が優秀である者を対象に経済的支援を行

う制度です。 

奨学金の支給額は，通学地から本学までの距離に応じ，年額１２万円～２４万円で，支給期

間は，標準修業年限（３年）以内とし，休学期間は支給を中断します。 

ただし，本奨学金の募集を行う場合でも，第 1 回募集で支給対象者数に達した場合は，第 2

回募集では本奨学金の募集は行いません。 

また，第 3 回募集においては本奨学金の募集は行いません。 

URL https://www.gnst.okayama-u.ac.jp/ja/scholarship 

 

(6) 岡山大学では、「外国為替及び外国貿易法」に基づく安全保障輸出管理制度により、「岡山

大学安全保障輸出管理規程」を定め、外国人留学生の受入れに際し厳格な審査を実施してい

ます。「外国為替及び外国貿易法」等により規制されている事項に該当する場合は、入学を

許可しない場合や希望する研究活動に制限がかかる場合があります。 

参考（経済産業省ホームページ） 

URL；https://www.meti.go.jp/policy/anpo/gaiyou.html 
 

(7) 出願書類等の郵送での請求方法 

封筒の表面に「大学院自然科学研究科 博士後期課程 出願書類等請求」と朱書きし，返信

用封筒（角形２号の封筒に郵便切手１４０円分を貼付し，送付先住所・氏名を明記したもの）

と，『連絡先（電話番号とメールアドレス）』・『内諾を得られた（予定含む）本学の教員

名』を明記したメモを同封して，事務担当係宛請求してください。 

なお、郵送先は日本国内に限定します。（日本国外への発送は行いません） 

 

(8) 受験上の注意事項 

特別警報や気象警報等により入学試験の実施を延期する，または試験開始時刻を繰り下げる

場合があるため，試験実施までの間，研究科のホームページを確認するようにしてください。 

  https://www.gnst.okayama-u.ac.jp/ja/admission/nittei_henkou/ 

 

 (9) 出願に際して不明の点があれば，担当係へ問い合わせてください。 

   担当係  岡山大学自然系研究科等学務課 大学院担当 
      〒７００－８５３０ 岡山市北区津島中３－１－１ 
       電話 （０８６）２５１－８０１１ 
        自然科学研究科ＵＲＬ  https://www.gnst.okayama-u.ac.jp/ 
              問い合わせ先Ｅ－ｍａｉｌ   agf8576@adm.okayama-u.ac.jp 

https://www.gnst.okayama-u.ac.jp/ja/scholarship
https://www.gnst.okayama-u.ac.jp/ja/scholarship
https://www.meti.go.jp/policy/anpo/gaiyou.html
https://www.gnst.okayama-u.ac.jp/ja/admission/nittei_henkou/
https://www.gnst.okayama-u.ac.jp/
mailto:agf8576@adm.okayama-u.ac.jp
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Ⅳ 専攻別人材養成の目的       

 

 

 

自然科学研究科（博士後期課程）各専攻における人材養成の目的 

 

 

 【数理物理科学専攻】 

 本専攻では，自然科学の数理的基礎能力と幅広い基礎科学の知識に裏付けられた応用力，そして
それらを実践する先端的科学研究の経験を糧に，先端基礎科学の重要な研究テーマを開拓し，自ら
推進できる開拓研究者を育成する。また，高い数値解析能力と基礎概念の深い理解を併せ持ち，か
つ新しい原理を発想可能な研究者及び技術者を育成する。 

 

 

 【地球生命物質科学専攻】 

 本専攻では，物質に基盤をおいた実験及び理論的手法により，宇宙・地球・大気に関わる現象，
生物の構造と機能，原子・分子及びその集合体の性質に関する広範で学際的な教育と研究を行いま
す。これらの教育研究活動を通して，自然科学に対する深い知識と幅広い視野を持ち，高度な研究
能力と豊かな創造性を備えた研究者・技術者・教育者となる人材を育成する。 

 

 

 【学際基礎科学専攻】 

 本専攻では，現代社会が直面している複雑かつ深刻な課題の解決のために，自然科学全般の知識

に基づいて多角的視点から研究テーマを独自に設定し推進できる高度な研究能力を有する人材を育

成する。そのため，基幹的理学分野における複合・融合及び境界に位置する研究領域で活躍する人

材を育成する。 

 

 【産業創成工学専攻】 

 本専攻では，機械・システム工学，電子情報システム工学に関する先進的な知識と，課題探求能
力やコミュニケーション能力などを駆使して研究・開発を進め，最先端の技術を集約した新たな産
業や新規事業を創成する能力を有し，広範囲の視点・高い専門性・問題解決能力を持って国際的に
活躍することのできる，研究者及び産業界の中核的技術者を育成する。 

 

 

 【応用化学専攻】 

 化学はモノ創りの原点。本専攻では，物質の構成単位である分子を基本にして，その物性を理解
し，分子への操作によるモノ創りにとどまることなく，無機及び有機の分子の様々な機能を開拓し，
さらに生体高分子や微生物も守備範囲とする幅広いフットワークを有する人材を育成する。また，
国際的に活躍できる研究者，技術開発者，さらに事業創出者を育成する。 
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Ｖ  自然科学研究科専攻案内 

   （２０２１年４月１日現在） 

 

専  攻 講  座 

 

 数理物理科学専攻 

 

 数理科学講座 

 物理科学講座 

 連携講座（Ｘ線先端物理学） 

 

 地球生命物質科学専攻 

 

 物質基礎科学講座 

 生物科学講座 

 地球システム科学講座 

 学際基礎科学専攻  学際基礎科学講座 

 

 

 産業創成工学専攻 

 

 

 計算機科学講座 

 情報通信システム学講座 

 電気電子機能開発学講座 

 知能機械システム学講座 

 先端機械学講座 

 応用化学専攻  応用化学講座 

 

参考に，岡山大学大学院自然科学研究科のホームページをご覧ください。 

自然科学研究科ＵＲＬ  https://www.gnst.okayama-u.ac.jp/ 

 

注① 志望指導教員へ連絡される場合は，ホームページを参考に以下の代表電話へお掛けください。 

  ＜岡山市津島キャンパス＞ 代表電話 ０８６－２５２－１１１１ 

注② 次ページ以降に掲載のある教員は，授業のみ担当し研究指導を行わない場合もありますので，あ

らかじめ志望指導教員に連絡し，確認してください。 

注③ 本専攻案内は，２０２１年４月１日現在の内容のため，入学時に変更になることがあります。 

 

 

 

 

https://www.gnst.okayama-u.ac.jp/


専攻案内（2021年4月1日現在）

【１】　数理物理科学専攻

１．数理科学講座

教育研究分野 内　　　容 授業科目 担当教員

表現論 石川　雅雄　教授

可換代数学 寺井　直樹　教授

モデル理論 田中　克己　教授

環と加群のカテゴリー 鈴木　武史　准教授

代数幾何学 伊藤　　敦　准教授

代数学演習 教育研究分野の所属教員

幾何構造論 近藤　　慶　教授　

幾何学と数理物理学 秦泉寺　雅夫 教授

位相幾何学特論 門田　直之　准教授

安定ホモトピー論 鳥居　　猛　教授

幾何学演習 教育研究分野の所属教員

応用解析学 上原　崇人　准教授

非線形偏微分方程式論 大下　承民　教授

解析学演習 教育研究分野の所属教員

２．物理科学講座

教育研究分野 内　　　容 授業科目 担当教員

量子構造物性学 野上　由夫　教授

低次元量子物性学 近藤　隆祐　准教授

量子構造物性学演習 教育研究分野の所属教員

相関磁気構造物理学 味野　道信　教授

量子物質物理学演習 教育研究分野の所属教員

極性電子系物理学 池田　　直　教授

強相関有機物性学 神戸　高志　准教授

耐環境物質物理学 松島　　康　講師　☆

機能電子物理学演習 教育研究分野の所属教員

極限環境物理学 小林　達生　教授

低温相関物性学 稲田　佳彦　教授（教育）

低温磁性物理学 荒木　新吾　准教授

極限環境物理学演習 教育研究分野の所属教員

超伝導物性物理学 鄭　　国慶　教授

強磁場物性物理学 川崎　慎司　准教授

低温物性物理学演習 教育研究分野の所属教員

量子光物性学 岡田　耕三　教授

物性基礎物理学演習 教育研究分野の所属教員

宇宙物理学 石野　宏和　教授

宇宙物理学演習 教育研究分野の所属教員

現代素粒子物理学 小汐　由介 准教授

素粒子物理学演習 教育研究分野の所属教員

☆印の教員は2022年3月末退職予定

３．連携講座（Ｘ線先端物理学）

教育研究分野 内　　　容 授業科目 担当教員

放射光物性学特論 水牧仁一朗　客員教授

放射光計測学特論 為則　雄祐　客員教授

放射光応用物性学特論 佐藤　眞直　客員教授

放射光構造学特論 石井　賢司　客員教授

Ｘ線先端物理学演習 教育研究分野の所属教員

解析学
微分方程式論，確率論，関数解析学，力学系，統計学な
ど，解析学の視点からの数理物理に関わる諸問題の教
育，研究

量子構造物性学
強相関系物質や低次元物質が外場下で示す量子物性と構
造との相関に関する研究

低温物性物理学
核磁気共鳴(NMR)法を用いた超伝導や電子相関，トポロジ
カル量子現象などに関する研究

素粒子物理学
素粒子ニュートリノの実験的研究による物質の構造・宇
宙の歴史の解明

Ｘ線先端物理学
SPring-8のＸ線領域の放射光の特徴を生かした構造物性
や電子状態についての研究

物性基礎物理学
遷移金属化合物の電子状態の理論的研究,光電子分光の理
論,量子スピン系の統計理論

宇宙物理学
ニュートリノや宇宙マイクロ波背景放射を使った宇宙・
素粒子物理学の研究

代数学
整数論，環論，表現論，代数幾何学，組合せ論，数理論
理学の教育，研究

幾何学
微分幾何学，多様体構造，数理物理学，位相幾何学，位
相的場の理論，位相空間論の教育，研究

極限環境物理学
極低温，高圧，強磁場の極限環境下で現れる特異な磁
性，超伝導に関する実験的研究

量子物質物理学
物質の量子効果やスピン系の時空間での相関を，磁性体
における物性測定により研究

機能電子物理学
物質を構成する電子集団が示す新物性を解析し物質構造
や量子相関を解明する実験的研究
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【２】　地球生命物質科学専攻

１．物質基礎科学講座

教育研究分野 内　　　容 授業科目 担当教員

石田　祐之　教授　☆

後藤　和馬　准教授

構造化学演習 教育研究分野の所属教員

レーザー分光科学 唐　　　健　教授

分光化学演習 教育研究分野の所属教員

有機光化学 岡本　秀毅　准教授

反応有機化学演習 教育研究分野の所属教員

表面無機化学 大久保　貴広　准教授

機能性錯体化学 砂月　幸成　助教

無機化学演習 教育研究分野の所属教員

門田　　功　教授

髙村　浩由　准教授

有機化学演習 教育研究分野の所属教員

金田　　隆　教授

武安　伸幸　准教授

分析化学演習 教育研究分野の所属教員

合成糖質化学 花谷　　正　教授

有機合成化学演習 教育研究分野の所属教員

先端ナノ科学 藤原　正澄　准教授

ナノ化学演習 教育研究分野の所属教員

☆印の教員は2022年3月末退職予定

２．生物科学講座

教育研究分野 内　　　容 授業科目 担当教員

分子発生遺伝学 中越　英樹　教授

遺伝子生化学 阿保　達彦　教授

分子遺伝学演習 教育研究分野の所属教員

進化生態学 三村　真紀子　准教授

植物進化生態学演習 教育研究分野の所属教員

神経行動学特論 坂本　浩隆　准教授

神経情報処理学 松井　鉄平　准教授

神経制御学演習 教育研究分野の所属教員

マリンゲノミクス特論 濱田　麻友子　准教授

時間生態学 吉井　大志　准教授

環境および時間生物学演習 教育研究分野の所属教員

適応生物学特論 坂本　竜哉　教授

細胞制御学 竹内　　栄　教授

生体統御学 相澤　清香　准教授

生体統御学演習 教育研究分野の所属教員

発生遺伝学 上田　　均　教授

植物発生遺伝学 高橋　　卓　教授

再生生物学 佐藤　　伸　准教授

植物細胞生物学 本瀬　宏康　准教授

発生機構学演習 教育研究分野の所属教員

☆印の教員は2021年3月末退職予定

３．地球システム科学講座

教育研究分野 内　　　容 授業科目 担当教員

地球惑星深部物質学 寺﨑　英紀　教授

地殻進化論 中村　大輔　准教授

岩石圏流体反応論 野坂　俊夫　准教授

岩石圏科学演習 教育研究分野の所属教員

地震物理学 竹中  博士  教授

地球物性学 浦川　　啓　教授

地震地体構造論 隈元　　崇　教授

古地磁気学 宇野　康司　教授（教育）

上部地殻変形論 松多　信尚　教授（教育）

地球惑星物理学演習 教育研究分野の所属教員

太陽系化学 山下　勝行　准教授

炭酸塩地球化学 井上　麻夕里　教授

地球惑星化学演習 教育研究分野の所属教員

物理気候学 野沢    徹  教授

広域気候システム学 加藤　内藏進　教授（教育）

惑星表層環境科学 はしもと じょーじ　教授

地球圏システム環境学 道端　拓朗　准教授

大気水圏科学演習 教育研究分野の所属教員

ナノ化学 光機能性無機ナノ粒子の開発とその応用に関する研究

分子遺伝学
遺伝情報の伝達と発現，保存性と可変性，及び細胞機能
分化における制御機構の研究

分光化学 不安定分子および複合分子の振動回転スペクトルの研究

構造化学
分光法及び回折法による分子並びに固体の構造とその物
理的・化学的性質の解明

固体構造化学

有機合成化学 天然ヘテロ環化合物及び類縁体の合成に関する研究

生体統御学
脊椎動物におけるホルモンなどの液性因子による情報伝
達，及び生体機能制御機構の研究

植物進化生態学
変動する環境への生物の適応進化および種分化に関する
研究

神経制御学
本能行動や高次機能におけるニューロンの生理，形態，
分子化学，及びネットワークの研究

隕石及び地球を構成する物質に含まれる元素の移動及び
循環に関する無機・生物地球化学的研究

有機化学 天然及び類縁生理活性物質の合成に関する研究

分析化学
生体内微量物質計測のための高性能デバイスとシステム
の開発及びそれらを利用する微量物質の化学的挙動解明
の研究

生体分析化学

天然物化学

反応有機化学
新規なπ系化合物の合成，光反応性並びに物性に関する
研究

無機化学
機能性無機化合物の合成（開発），構造，性質，反応性
の研究

地球惑星物理学
固体地球及び惑星の構造と進化に関する地震学的・実験
科学的研究

地球惑星化学

発生機構学
動物，植物において未分化な細胞が機能を持った細胞へ
と分化し，複雑な形態を有する多細胞生物へと発生する
機構の分子レベルでの研究

岩石圏科学
岩石圏構成物質の性質・成因及び地殻の形成・発展過程
に関する鉱物学的，岩石学的，地質学的研究

環境および時間生
物学

多様な環境への生物の適応機構についての生理・生態学
的，及び時間生物学的研究

大気科学
地球及び惑星の大気を中心としたエネルギー・水・物質
循環過程に関する気候システム科学的研究
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【３】　学際基礎科学専攻

１．学際基礎科学講座

教育研究分野 内　　　容 授業科目 担当教員

進行波の数理 谷口　雅治　教授

確率微分方程式特論 田口　　大　准教授

数理解析学演習 教育研究分野の所属教員

実験量子物理学 吉村　浩司　教授

原子基礎物理学 吉見　彰洋　准教授

極限量子物理学演習 教育研究分野の所属教員

原子・分子・光物理学 植竹　　智　准教授

量子宇宙基礎物理学演習 教育研究分野の所属教員

光エネルギー代謝論 高橋　裕一郎　教授　☆

分子生理学演習 教育研究分野の所属教員

沈　　建仁　教授

菅　　倫寛　准教授

秋田　総理　准教授

構造生物学演習 教育研究分野の所属教員

配位化学特論 鈴木　孝義　教授

配位化学演習 教育研究分野の所属教員

量子凝縮物性特論 笠原　　成　教授

量子物性物理学演習 教育研究分野の所属教員

光電子物性物理学 横谷　尚睦　教授

薄膜物性物理学 村岡　祐治　准教授

量子電子物理学 小林　夏野　准教授

界面電子物理学演習 教育研究分野の所属教員

量子多体物理学 市岡　優典　教授

ジェシュケ ハラルド オラフ
特別契約職員教授（特任）

大槻　純也　准教授

量子輸送物理学 安立　裕人　准教授

量子多体物理学演習 教育研究分野の所属教員

久保園　芳博　教授

江口　律子　助教

固体物性科学 後藤　秀徳　准教授

界面物性化学演習 教育研究分野の所属教員

甲賀　研一郎　教授

墨　　智成　准教授

理論物理化学演習 教育研究分野の所属教員

理論化学特論 松本　正和　准教授

理論化学演習 教育研究分野の所属教員

西原　康師　教授

森　　裕樹　助教

機能有機化学演習 教育研究分野の所属教員

☆印の教員は2022年3月末退職予定

配位化学
遷移金属及びランタノイドを含む金属錯体およびクラス
ター化合物の合成，構造，物性及び反応性に関する教育
と研究

量子物性物理学
量子多体系で実現する非従来型超伝導や新奇電子状態を
対象とした凝縮系物理学の実験的開拓

分子生理学
光合成光化学系の分子構築，及び光合成初期過程の分子
反応機構の研究

構造生物学
光合成や植物由来トランスポーターなどの膜タンパク質
及びその複合体の構造形成機構，立体構造と機能につい
ての研究

構造生物学特論

界面物理化学

界面電子物理学
表面・界面・薄膜などに発現する新機能性の探索とその
発現機構の実験的解明

量子多体物理学
量子多体系における非従来型超伝導，スピン輸送，磁
性，計算物質科学，密度汎関数理論などの物性理論研究

強相関電子系物理学

理論物理化学
液体・溶液・界面の構造・相平衡・相転移に関する理論
的研究

統計力学

理論化学
凝集系の構造とダイナミクスに関する理論と計算機シ
ミュレーションによる研究

機能有機化学
有機金属化学に基づく効率的物質変換法の開発と機能性
有機化合物の創製に関する教育研究

合成有機化学

極限量子物理学

原子を用いた基礎物理学の実験的研究
ニュートリノ精密質量分光(質量絶対値の確定やマヨラナ
性・マヨラナ位相の決定)を通した，宇宙進化や標準模型
を超える素粒子像の探求

量子宇宙基礎物理
学

レーザー冷却等の手法を使った極低温冷却原子・分子気
体生成に関する研究及びそれを応用した，現在の宇宙の
物質・反物質非平衡の起源を探索する実験的研究

数理解析学
微分方程式論，確率論，関数解析学，力学系，統計学な
ど解析学の視点から数理物理に関わる諸問題の教育，研
究

界面物性化学
二次元層状物質の界面制御による新規な物性・デバイス
特性の開拓，二次元層状物質やグラフェンを基礎とする
新規な量子物性の開拓
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【４】　産業創成工学専攻

１．計算機科学講座

教育研究分野 内　　　容 授業科目 担当教員

計算機ソフトウェア特論 山内　利宏　教授

計算機ハードウェア特論 渡邊　　実　教授

ソフトウェア構成論 乃村　能成　准教授

計算機工学演習 教育研究分野の所属教員

知的画像情報処理論 諸岡　健一　教授

自然言語処理論 竹内　孔一　准教授

パターン情報学演習 教育研究分野の所属教員

情報検索とデータマイニング 太田　　学　教授

応用情報システム特論 後藤　佑介　准教授

知能設計工学演習 教育研究分野の所属教員

ネットワーク計算論 高橋　規一　教授

ソフトウェア分析学 門田　暁人　教授

人間行動分析学 ユジャイ　ゼイネップ　准教授

知能ソフトウェア基礎学演習 教育研究分野の所属教員

☆印の教員は2022年3月末退職予定

２．情報通信システム学講座

教育研究分野 内　　　容 授業科目 担当教員

統計的信号処理特論 山根　延元　准教授　☆

情報伝送学演習 教育研究分野の所属教員

モバイル通信論 上原　一浩　教授

モバイル通信伝送論 冨里　　繁　准教授

モバイル通信学演習 教育研究分野の所属教員

マルチメディア無線方式論 田野　　哲　教授

マルチメディア無線方式学演習 教育研究分野の所属教員

分散アルゴリズム論 舩曵　信生　教授

情報ハイディング特論 栗林　　稔　准教授

分散システム構成学演習 教育研究分野の所属教員

光電磁波回路論 豊田　啓孝　教授

ディジタルEMC設計論 豊田　啓孝　教授

光電磁波工学演習 教育研究分野の所属教員

暗号構成論 野上　保之　教授

高信頼通信制御論 日下　卓也　講師

情報セキュリティ工学演習 教育研究分野の所属教員

ネットワークシステム論 福島　行信　准教授

ネットワークシステム学演習 教育研究分野の所属教員

先端エネルギーネットワーク工学 髙橋　明子　准教授

電力エネルギーネットワーク工学演習 教育研究分野の所属教員

☆印の教員は2022年3月末退職予定

３．電気電子機能開発学講座

教育研究分野 内　　　容 授業科目 担当教員

高温超電導工学論 金　　錫範　教授

超電導応用機器学 植田　浩史　准教授

超電導応用工学演習 教育研究分野の所属教員

電力品質論 平木　英治　教授

現代パワーエレクトロニクス論 梅谷　和弘　准教授

電力変換システム工学演習 教育研究分野の所属教員

電動機設計工学 竹本　真紹　教授

電動機システム工学演習 教育研究分野の所属教員

分布定数システム論 今井　　純　准教授

電子制御工学演習 教育研究分野の所属教員

電磁波回路解析学 佐薙　　稔　准教授

電磁波回路構成学 佐薙　　稔　准教授

波動回路学演習 教育研究分野の所属教員

ナノテクノロジー工学論 林　　靖彦　教授

材料物性学 山下　善文　准教授

ナノデバイス・材料物性学演習 教育研究分野の所属教員

マルチスケール数値解析学 鶴田　健二　教授

機能材料・デバイス学 鶴田　健二　教授

マルチスケールデバイス設計学演習 教育研究分野の所属教員

フォトニクスデバイス工学 深野　秀樹　教授

無線電力伝送システム論 藤森　和博　准教授

光電子･波動工学演習 教育研究分野の所属教員

計算機の基盤となるハードウェアとソフトウェアの技術計算機工学

情報伝送学
データ圧縮を含むマルチメデイア処理のための統計モデ
ルに関する研究

知能ソフトウェア
基礎学

知能計算の基礎理論と応用，数理情報学，ソフトウェア
工学

パターン情報学
パターン認識・理解に関する基礎理論，及び，視覚情報
処理・言語情報処理

知能設計工学
ウェブ情報検索，ウェブマイニング，電子図書館，及び
ストリーム配信や知能応用

移動通信のシステム構成技術，無線リンク設計法に関す
る研究

マルチメディア無
線方式学

マルチメディア無線通信方式実現のための信号伝送技術
に関する研究

超電導応用工学
最新の超電導材料技術と超電導工学を活用した応用超電
導に関する研究

情報セキュリティ
工学

コンピュータおよびネットワークのセキュリティ技術に
関する研究

電力エネルギー
ネットワーク工学

再生可能エネルギーを用いた電力システムの制御と運用
に関する研究

ネットワーク
システム学

分散システム構成
学

分散システムの構成技術およびアプリケーションに関す
る研究

光電磁波工学
光・電子回路デバイスとシステムの電磁的性質を考慮し
た設計法と制御法

マルチスケールデ
バイス設計学

ナノデバイス・材
料物性学

太陽電池などエネルギー分野・ナノテクノロジーに応用
するためのナノ材料やナノデバイスの創成と，新たな材
料物性の発現・制御に関する研究

電子・原子からマクロな電磁・音響特性までの多階層解
析手法による新機能デバイスの設計

コンピュータネットワークシステムの設計技術と制御技
術に関する研究

光電子･波動工学
フォトニクスデバイス及び高周波波動利用デバイスの研
究と応用

パワーエレクトロニクス・超電導・電磁界解析を応用し
た電力変換システムの研究

電動機システム工
学

電子制御工学
組込み系・電子制御系の高機能化と省エネ設計，通信遅
延等の分布定数要素を含む物理系のモデリングと制御に
関する研究

波動回路学
マイクロ波・ミリ波回路及びアンテナの解析・構成とそ
の応用

電力変換システム
工学

電動機の高性能化と電動機制御に関する研究，再生可能
エネルギーを用いた電源システムと電力制御システムの
最適化

モバイル通信学

-18-



４．知能機械システム学講座

教育研究分野 内　　　容 授業科目 担当教員

知的システム計画特論 西　　竜志　教授

環境安全システム工学 佐藤　治夫　准教授

知的システム計画学演習 教育研究分野の所属教員

ロボット運動制御論 見浪　　護　教授　☆

ロボットシステム構築論 松野　隆幸　准教授

適応学習システム制御学演習 教育研究分野の所属教員

知的ヒューマン・インターフェース工学 村田　厚生　教授

知能システム組織学演習 教育研究分野の所属教員

システム管理学特別講義 有薗　育生　教授

生産決定論 柳川　佳也　准教授

生産知能学演習 教育研究分野の所属教員

知能機械制御システム論 平田　健太郎　教授

知能機械制御要素論 中村　幸紀　講師

知能機械制御学演習 教育研究分野の所属教員

機能デバイス設計論 神田　岳文　教授

アクチュエータ工学 脇元　修一　准教授

システム構成学演習 教育研究分野の所属教員

メカトロシステム論
渡辺　桂吾
特別契約職員教授（特任）

生体情報システム特論 芝軒　太郎　准教授

メカトロニクスシステム学演習 教育研究分野の所属教員

☆印の教員は2022年3月末退職予定

５．先端機械学講座

教育研究分野 内　　　容 授業科目 担当教員

組織材質予測制御学 岡安　光博　教授

材料解析学 竹元　嘉利　准教授

構造材料学演習 教育研究分野の所属教員

固体工学 多田　直哉　教授

材料設計工学 上森　　武　准教授

応用固体力学演習 教育研究分野の所属教員

機械設計工学 藤井　正浩　教授

応用表面工学 塩田　　忠　准教授

機械設計学演習 教育研究分野の所属教員

高エネルギービーム加工学 岡田　　晃　教授

マイクロ特殊加工学 岡本　康寛　准教授

特殊加工学演習 教育研究分野の所属教員

高度精密加工論 大橋　一仁　教授

生産システムデザイン工学 児玉　紘幸　講師

機械加工学演習 教育研究分野の所属教員

航空宇宙推進工学 河内　俊憲　教授

鈴木　博貴　准教授

流体力学演習 教育研究分野の所属教員

混相流動伝熱学 堀部　明彦　教授

相変化現象利用学 山田　　寛　講師

伝熱工学演習 教育研究分野の所属教員

レーザ応用計測学 河原　伸幸　教授

動力熱工学演習 教育研究分野の所属教員

伝熱工学
熱エネルギー貯蔵・輸送，新冷凍空調システムに関する
基礎・応用研究と教育

構造材料学
材料の構造，物性，機能，評価ならびに組織制御の研究
と教育

知能機械制御学
ロボットなど各種知能機械の効率的な設計・制御と応用
についての研究・教育

システム構成学
アクチュエータやセンサ等機能デバイスと，そのシステ
ム応用についての研究・教育

メカトロニクスシ
ステム学

知能ロボットの構成，動作制御に用いる電子回路とメカ
トロニクス，および動作計画のプログラミングについて
の研究・教育

知能システム組織
学

応用固体力学
固体力学の基礎と応用，固体材料の変形及び損傷に関す
る実験および解析

機械設計学
機械装置・要素の強さ・機能設計及びこれらの高性能化
と評価に関する研究･教育

知的システム計画
学

大規模システムのモデル化，解析, および最適かつ安全
な運用のための知的システム計画に関する基礎理論と工
学応用についての研究・教育

適応学習システム
制御学

適応学習機能を有するロボットの運動制御に関する研
究・教育

生産システムの改善や人に優しいものづくりのために，
認知工学，人間工学からアプローチするための総合的研
究・教育

生産知能学
生産活動に伴う各種不確実性のもとで，適正に意志決定
を行うための問題のモデリングならびにモデルの解法に
関する研究・教育

流体力学
流れと渦構造，流体エネルギ－の効率的利用，ミクロな
流れ，高速流等に関する教育研究

特殊加工学
新しい加工原理に基づく，精密微細加工技術の開発を行
うための研究と教育

動力熱工学
熱機関の燃焼現象，熱効率，環境適合化に関する総合的
研究

機械加工学
機械加工技術の高能率化・高精度化・高品質化・知的自
動化・環境低減化の教育・研究
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【５】　応用化学専攻

１．応用化学講座

教育研究分野 内　　　容 授業科目 担当教員

無機機能性薄膜 藤井　達生　教授

無機機能性材料化学 狩野　　旬　准教授

無機材料学演習 教育研究分野の所属教員

セラミックス材料 岸本　　昭　教授

エネルギー材料化学 寺西　貴志　准教授

無機物性化学演習 教育研究分野の所属教員

機能界面設計学 小野　　努　教授

界面プロセス工学演習 教育研究分野の所属教員

粉体物性論 後藤　邦彰　教授

熱移動現象論 中曽　浩一　准教授

粒子・流体プロセス工学演習 教育研究分野の所属教員

バイオ分子間相互作用解析学 今村　維克　教授

バイオ界面制御工学 石田　尚之　准教授

バイオプロセス工学演習 教育研究分野の所属教員

グリーンプロセス化学 菅　　誠治　教授

有機機能材料プロセス 光藤　耕一　准教授

合成プロセス化学演習 教育研究分野の所属教員

有機金属化学 三浦　智也　教授

有機金属化学演習 教育研究分野の所属教員

機能性分子合成論 依馬　　正　教授

有機反応機構論 髙石　和人　准教授

合成有機化学演習 教育研究分野の所属教員

生体機能反応化学 坂倉　　彰　教授

天然物合成化学 溝口　玄樹　准教授

生物有機化学演習 教育研究分野の所属教員

有機電子移動論 黒星　　学　准教授

ヘテロ原子化学演習 教育研究分野の所属教員

錯体触媒化学 押木　俊之　講師

工業触媒化学演習 教育研究分野の所属教員

高分子物性学 内田　哲也　准教授

高分子材料学 沖原　　巧　講師

高分子材料学演習 教育研究分野の所属教員

分子技術論 仁科　勇太　准教授

機能分子工学演習 教育研究分野の所属教員
機能分子工学

有機小分子からナノカーボンや生体材料のような巨大分
子に至る様々なスケールの材料の構造を原子レベルで制
御し，物性評価や新規機能を開拓する研究

工業触媒化学
地球規模の課題解決へ向けた産業上の重要性が高い，革
新的な化学触媒法の研究・技術開発

生物有機化学
生物活性物質の全合成，有機触媒を利用した不斉合成に
関する研究

ヘテロ原子化学
電子移動反応場の設計制御を基盤とする新規分子変換法
の開発に関する研究

高分子材料学
高分子材料や複合材料の固体構造および形成原理の解
明，高機能材料の開発に関する研究

粒子・流体プロセ
ス工学

化学プロセス中での粒子状固体材料に関わる諸現象の解
明と、粒子・粉体特性評価法および熱移動現象に関する
研究

バイオプロセス工
学

タンパク質などの有用分子の工学的機能を最大限に引き
出すことを目指した種々の生体有用分子を取り巻く相互
作用を分析・制御する技術に関する研究

合成有機化学
協同的相互作用により卓越した分子認識・触媒・発光機
能を示す有機分子を創成する研究

合成プロセス化学
活性種化学，触媒化学，マイクロ化学などを基盤とした
プロセス合成に関する研究

有機金属化学
金属－炭素結合を有する有機金属錯体や有機金属試剤を
用いた高効率・高選択的な有機合成反応の開発に関する
研究

界面プロセス工学
異相界面や相分離などあらゆる界面を分子レベルで制御
する方法論を構築してプロセス及びプロダクトをイノ
ベーションする研究

無機材料学
無機固体材料の合成と微細構造及び電子・スピン制御を
基礎とした高機能化と材料設計

無機物性化学
固体内界面（粒界）や固－液界面での物質やイオン，電
子の移動を制御した新機能の創製
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